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　星野公平ニュース

Ｎｏ．１４３　　２０１１年　９　月　１　日

発行　星野公平　　(日本共産党桑名市議団) 
住所　桑名市立花町１－１４－７　電話　２２－２９７５
民主党新代表＝総理大臣に野田氏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ野田氏は、消費税率１０％への引き上げを行うとする「社会保障・税一体改革」について、環境整備を実現することが大事だといい、法人税５％引き下げ法案の早期成立を目指しています。　停止中の原発は、再稼働するといい、原発推進の立場です。　外交・安全保障については日米同盟が基軸であり、さらに深化させるとして、沖縄県名護市辺野古に米軍新基地を建設する日米合意について、菅政権の政策を継承します。　自民、公明両党との大連立については、「まず信頼関係だ。粘り強くお付き合いをし、視野に入れていきたい」と言っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本共産党の見解（志位委員長の会見より）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ震災、原発、社会保障、税金、基地とたくさんの問題が山積しているにもかかわらず、今度の選挙ほど、日本をどうするのかという政策論議が貧しかった選挙はなかった。　民主党代表選の結果は、民主党が「自民・公明両党との事実上の大連立」と「消費税の大増税」という道を選んだという結果です。しかしその道は、国民多数の「政治を変えてほしい」という願いと真っ向から矛盾するし、自らが２年前の総選挙で掲げた公約とも真っ向から矛盾しています。　野党との協力といっても、その中身は、消費税の増税と法人税の減税であり、普天間基地の問題にしても、ＴＰＰ（環太平洋連携協定）の問題にしても、原発の問題にしても、古い自民党政治と一体化する方向で、自民党、公明党と事実上の「大連立」を求めていこうという動きです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ日本共産党は、野田新体制に対して正面から対決し、問題点を明らかにするとともに、国民の要望に即して政治を前に進めていきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐｐｐマニフェストの見直しや増税をいうなら国民の信を問うべきです。
野田新代表にアジアは警戒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

韓国の聯合ニュース　　　　　『民主党内の右翼に属する』　　　　　　　　　　　　　　

.　 香港の公共ラジオＲＴＨＫ　  『対中強硬派であり、かなり排除的だ』
「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください

日刊紙　月３４００円　　日曜版　月８００円

桑名市議団 星野公平のＨＰは　   http://hoshino.jcpweb.net/
ご意見をお寄せください　ＦＡＸは２２－３０２８　（星野）　　　　　　　　　　
２０１１年９月「決算議会」スケジュール(再掲)
　９月　７日（水）　午前１０時　　本会議開会（議案上程、説明）

９月１３日（火）～１６日（金）
午前１０時  　本会議、議案質疑・一般質問
９月２０日（火）―２２日（木）、２６（月） 　　 

午前１０時　　常任委員会・決算特別委員会分科会

９月２８日（水）　午前１０時　　決算特別委員会全体会
９月２９日（木）―３０日（金）　午前１０時　　特別委員会
１０月　６日（木）　午後　１時  　本会議(委員長報告、討論、議決）閉会
９月議会に提出される議案は９本で他に報告１０本（省略）です。

議案は、補正予算３つ（一般会計、介護保険事業特別会計、下水道事業会計）、決算の認定３つ（一般会計並びに特別会計、水道事業会計、下水道事業会計）、条例の改正２つ（市税条例、災害弔慰金の支給等に関する条例）それに「総合計画後期基本計画」の策定です。

一般会計補正予算は、５億円余りで、陽だまりの丘複合施設に４億円、７月の大雨の災害復旧に５３百万円、多度の有害鳥獣対策費に２６百万円、木造住宅耐震に１４百万円増額、要援護者台帳システム事業に５百万円などです。

一般会計並びに特別会計（８）の決算の認定と「総合計画後期基本計画」の策定は特別委員会が設置されて審査・議論されます。（決算で問題になった点などは後日報告予定です。）
市役所内で自殺騒ぎ　銃刀法違反容疑で逮捕される。
２２日、月曜日の朝にこの様な事件が起こりました。高齢の方で、税の滞納が有り、資産が差し押さえられたようです。以前から相談されていたが埒があかずこの様な事態になったようです。市（総務部長、広報広聴室）は、事実を語ろうとしません。税の滞納問題は、私が何度も本会議で質問しているように、市の強行態度は変わりません。問題の本質がどこにあるのか追求していきます。
「原発輸出」断念「ヨルダン原子力協定」共産党が危険指摘　　　　　　　日本政府がヨルダンへの原子力輸出を促進する「日本ヨルダン原子力協定」が、今国会で承認を行わないことになりました。この協定は昨年９月に日本とヨルダン両国が署名しました。福島第１原発事故があったにもかかわらず、３月３１日に参院本会議で民主、自民、公明の賛成多数で可決。その後、衆院外務委員会では、いったん審議見送りとなっていましたが、政府が５日、「世界最高水準の安全性を有するものを提供していくべき」だとする方針を決めたのを受けて、民主、自民、公明３党が２６日採決で合意していました。参考人質疑などを通じて（ヨルダンの原発をめぐり）知らない新事実が明らかになったことを認めながら、２６日の採決を改めて主張していましたが、日本共産党の笠井議員は「今になって与党が知らない事実が出てきた、などというのは無責任。福島原発事故の教訓をくみとっていない」などと、採決に反対していました。結局、今国会での審議は行わないことを決めたものです。　日本共産党は、同協定に対し、原発事故の収束もしておらず、危険な原発を輸出することは国際的な信用を失うだけだと批判し、反対を貫いてきました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「公募型プロポーザル」は何のためにどの様に行うのか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ 部内の職員だけで公平な入札審査が出来るのか。（上下水道部）　　　　　　　　　　　　　　８月２９日、桑名市「水道施設管理システム」構築業務に係る公募型プロポーザルの第３回審査委員会を傍聴しました。「水道施設管理システム」て素人には何だかよくわからない。マッピングシステムだそうです。でも仕様書などを見ても業務の内容はよく分かりません。（もっと勉強しなければいけません。）委員はみんな分かっているのだろうか（失礼）。今日は、業者を選定する（４社以上だと３社に）ための一次審査でした。７社が応募してきたが、参加資格で３社が書類上で失格。何ともお粗末な企業が有るものだ。求められている業務実績がなかったり、有資格者がおらなかったり。提出前に自社で分かるはずです。他の４社を既に決めてある基準により順序づけをしたところ３番目と４番目が同点となり、３社に絞るところ４社でいくことになった。（名古屋市のアドバイザーの意見よる。）審査委員は上下水道部の管理職クラス５名で、司会や提案説明者はその下の部下クラスで会議を仕切っています。これぞ、官製談合の始まり始まりといった処では。一昨年の集金業務などの業務委託のプロポーザルの際の委員長（県からの出向者）の提言(外部の委員の採用）が生かされていません。今後どの様になっていくのか注視が必要です。早速、情報公開室で第１回、第２回の審査委員会の議事録と出席者名簿の公開を求めてきました。
桑名・員弁広域連合議会の第２回定例会が２９日に行われた。
議案は、決算の認定と公平委員の選任同意・選挙管理委員の選挙だった。決算の認定は、し尿処理施設に関するものだけです。議案質疑で、公平委員会が１回開催されたとのことで、内容をたずねた。公平委員会は、公務員の不服申立て（勤務条件や不利益処分）などを審査する機関です。議事規則には、会議は委員長が必要であると認めたとき又は委員の請求があったとき、委員長が召集するとなっています。どうも顔合わせだけで広域連合の状況を委員に説明した程度に過ぎなかったらしい。私は、広域連合事務所に１人だけ女性のアルバイトの方がおられ、他の職員と同じように仕事をされているのを見ており、待遇上何とかならないのか、議会でも質問してきました。改善はまだまだ先のようです。

その他の一般質問では、桑員環境保全推進協議会との関係を質した。広域連合の事務処理には、「広域的な環境保全の推進に関すること」が明記されている。協議会は、先の桑名市の事件で職員がお金を使い込んだところです。外郭団体であり、桑名市ではなかなかチェックできず、目的を同じ様にする広域連合に業務を移管すれば、議会も有りチェック機能が働くのではないでしょうか。それに、何時までもし尿処理に特化しておく必要はありません。立派な理事者側（２市２町の首長が必ず出席する）と議員（？）がおられ、年に数回集まっています。

桑名・員弁広域連合は、規約の中で処理する事務として、①し尿処理施設の設置・管理・運営　②広域的な地域情報化・環境保全の推進、地方分権の推進の調査研究をあげています。桑名市、いなべ市、木曽岬町、東員町の２市２町で組織されています。議会が設置されており、上記の２市２町から人口比で各議会の議員が広域連合の議員として選出されています。桑名市は１０人で全部で１７人です。
「民主党代表選について」８月３０日の朝日新聞、天声人語より

▼「このごろ民主に見ゆる物、居座り、号泣、内輪もめ。詣で、すり寄り、宗旨替え。操り人形、虚言葉、勝ち馬探しの品定め。雨後のタケノコ候補らは、我ぞ我ぞと立ちぬれど、彼ぞと思う人はなし。巧みなりけるはぐらかし、事新しき風情なく、挙党一致や分裂や▼処分中なる剛腕は、私利怨念の闇支配。手勢となりし人々は、次の選挙をにらみつつ、損得利害はかりつつ、神輿担ぎに参じゆく。黄昏時になりぬれば、某所各所に顔合わせ、毎度なじみの数合わせ▼今は昔の宇宙人、引退表明覆し、おのが所業は棚に上げ、同志をペテンとこき下ろす。反省の色さらになく、キングメークに手を貸して」　　（全く同感・同じ思いです。）
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